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機 関 名 東京女子医科大学 

拠点のプログラム名称 再生医療本格化のための集学的教育研究拠点 

中核となる専攻等名 医学研究科先端生命医科学系専攻 

事 業 推 進 担 当 者  （拠点リーダー）大和 雅之   教授             外16名

［拠点形成の目的］本申請では、医工連携・産学連携を強力に推進し次世代先端医療を実践する臨床

家と今後ますます重要性が高まることが明らかである医療産業の発展を担う研究者の養成をおこな

う教育研究拠点の形成を提案する。具体的には、対症療法中心の従来型の薬物治療や、ガン治療に代

表される切除中心の外科的治療の限界を大きく超えて根治治療を可能にすると期待されている再生

医療に代表される次世代先端医療の研究と実践を遂行できる人材の育成を可能にする集学的教育研

究拠点の形成を目指す。21世紀COEプログラムで採択され、高い評価を得ることができた「再生医学

研究センター」をさらに発展させる形で拠点形成に臨む。10年後の最先端医療として、(1)再生医療、

(2)免疫寛容をともなう移植医療、(3)遺伝子医療の3つが中核的な役割を果たすものと考え、これら

に代表される最先端医療に従事しうる人材の育成に取り組む。再生医療については、すでに本学先端

生命医科学研究所が開発した温度応答性培養皿を活用して作製する培養細胞シートの移植による皮

膚（重度熱傷、瘢痕治療）、角膜（上皮幹細胞疲弊症）、心臓（拡張型心筋症）、食道（内視鏡的粘

膜上皮ガン切除後の食道狭窄）において臨床応用に成功し、さらに歯根膜、肺、肝臓等で臨床研究を

準備中であるが、10年後を見据え、免疫寛容や遺伝子治療と組み合わせた次世代再生医療の実現を目

指す。このような研究開発には、医学のみならず、分子生物学、幹細胞生物学、バイオマテリアル、

各種薬学、バイオリアクター開発などの応用化学、生命倫理学、レギュラトリーサイエンスといった

広範な学問領域を束ねる集学的な研究開発を実践できる新しい人材が必要である。このような人材の

育成には、理工薬学系研究者と医学系研究者が一つ屋根の下でお互いの文化や言語の壁を乗り越えて

共通の目的に邁進する場の提供と、座学や実習だけではなく実際の具体的かつ集学的な研究活動が必

須である。さらには、大規模多施設臨床研究を立案し運営できる医師を育成したい。Nature、Science、

Cellなどの基礎系一流誌への論文掲載数では欧米と互角であると評価される一方、New England 

Journal of Medicine, Lancet, JAMAといった臨床系一流誌への論文掲載数では欧米に大きく遅れを

とっているというのが日本の医学系研究の現状であるが、我が国が達成した世界レベルの基礎医学研

究をさらに発展させ、国民の健康増進と医療産業の育成に貢献する。 

［拠点形成計画の概要］本学はこれまで、真の意味で医工連携・産学連携の意義を正確に理解し、こ

れを推進できる人材を育成してきたと自負しているが、本計画ではこれを大きく発展させたい。医学

系研究者ないし医師と、理工薬学系研究者が有する文化・言語は大きく異なっており、ただ単に席を

並べたり研究環境を共有するといった程度では、お互いの間のギャップを埋めることはできない。医

学側からの要望を工学側が忠実に実現するというタイプの研究（御用聞き型研究）では、国際競争力

を有する本質的に新規な研究開発は期待できない。両者の絶え間ない交流に基づく意見や知識、臨床

および実験データの共有をとおしてのみ、世界を先導する予期し得なかった新しい発見・発明が生じ

うると考え、このような努力を惜しまない人材を育成していく。本学のこれまでの経験から、先端医

療教育は座学やあらかじめ詳細が決められた実習だけでは十分な効果を得ることができず、具体的な

テーマにもとづく実践的な研究活動が必要であることを強く認識している。医工連携・産学連携を強

力に推進しうる人材の育成には、理想的には理工薬学系のPh.D.（教官ないしポスドク、大学院生、

研究員）とM.D.（医師、教官ないしポスドク、大学院生）が一対一でペアを組むような、同一目的に

対し、異なる手法で集学的にアプローチしシナジー効果の出せる研究体制が望ましいと考えるにいた

っている。このような取り組みにより、研究成果の製品化、多施設試験、スピンアウトとしてのベン

チャー企業の設立を支援し、国際競争力をもつ医療産業を創出できる種（シーズ）としての研究とそ

の開発を進めていく。形成される拠点の最終的なイメージとしては、医工連携・産学連携にもとづく

集学的教育研究を強力に推進できるシニアおよび中堅クラスの人材と、実践的な研究をとおして、医

工連携・産学連携の意義を身体で理解することを目指す若手研究者、若手医師が、研究教育環境をそ

の哲学とともに共有するというものである。当該分野の欧米の成功事例からも明らかなように、この

ような取り組みなしには、近年の医療関連機器の貿易収支を改善することはできない。医師や企業研

究者らを中心とする本学の大学院生のみならず、診療を終えた後、夜間に研究の時間を割く若手医師

らをもサポートすべく研究環境の整備と、若手研究者を対象として若手G-COE研究プロジェクトの公

募をおこない、学生、若手研究者の支援と研究発展のモチベーションを高めていく。また、英語コミ

ュニケーション関連科目を担当する外人教員の採用、若手研究者のコミュニケーション能力の向上を

目的としたセミナーを開講し、グローバルな医療テクノロジーと先端医療の創出によって、日本の医

療に国際的競争力をもたせ、自立させることができると考えている。 

 



 

機 関 名 東京女子医科大学 

拠点のプログラム名称 再生医療本格化のための集学的教育研究拠点 
 
［採択理由］ 
 

１０年後の最先端医療として、再生医療、免疫寛容をともなう移植医療、遺伝子医療が中核的

な役割を果たすものと考え、その医療の推進に必要な研究と人材育成のための拠点形成構想は十

分練られたものであり、これまでの実績からも、実現可能性は極めて高く、評価できる。 

人材育成面においては、目的とする先端医療を支える人材の資質や能力の開発を行うためのカ

リキュラムが適切に用意されており、特にドラッグラグや臨床実験に係る問題を解決するための

教育を強化するなど、研究面だけではなく、制度面の改革にも関与できる人材を培う教育への取

組みは高く評価できる。 

研究活動面においては、単に基礎研究だけではなく、臨床応用も視野に入れた再生医療に本格

的に取り組むためのユニークな医工連携を構想し、これまでの実績からその実効性は大いに期待

できる。 

 


